
地域連携推進会議議事録

1. 開催概要

・ 会議名：地域連携推進会議

・ 開催日時：令和 8 年 2 月 6 日（金）

・ 開催場所：安岡苑多目的ホール

・ 司会：業務執行理事

・ 記録：業務執行理事

2.参加者

・ 理事長

・ 業務執行理事

• 利用者

• 利用者家族

• 利用者家族

・ 地域の関係者

木下和美

工藤光行

F･Hさん
F･Mさん
F･Kさん

14:00~16:00 

K・Yさん
（元自治会長、まちづくり協議会、子ども食堂

運営等、地域の第一人者）

3.議事内容

(1) 開会・挨拶

理事長より、本会議の開催趣旨及び地域への感謝についての説明
があった。

(2) 地域連携推進会議の目的説明（資料使用）

業務執行理事より、

・事業所と地域との相互関係

•利用者が安心して地域で生活するための関係づくリを目的として

開催している旨の説明があった。

(3) 事業所の概要説明

（資料及び事業所紹介DVD(2種）、動画(1種）使用）

・事業内容

•利用者の生活の様子

・地域との関わり

について説明があった。

(4) 利用者・利用者家族の意見

•利用者より、季節ごとにあるイベントが楽しい、嬉しい、また地域の

お祭リに参加したリ、平家太鼓を披露させてもらったりすることが楽

しいとの発言があった。



•利用者家族より、親亡き後が心配な気持ちもあるが、安岡苑に

ついては非常に安心している、今後もお任せしたいとの発言があっ

た。

(5) 意見交換

【主な意見、今後の取組・対応】

・理事長より、他県のグル－プホームの事件について説明があっ

た。

知的障害や精神障害のある入居者から実費の3倍ほどの食材 

費を徴収し、残りを同社の利益としており、過大徴収の総額は

26GH で計 2 億 1799 万円に上り、市などが「経済的虐待」と

認定、このような不正の事業者がいることが同じ事業者として許

せない。「恵」で提供されていた食事の内容も紹介。

・地域関係者より、事業継承についての意見があった。

今後、開苑からの思いを受け継いで、安岡苑を引き継いでいく

若い人材を育成することが必要ではないか、との意見があった。

・ご家族よリ、利用者の顔を見ながらリモート電話をしてみたい

との希望があった。タブレットを使用し、LINEでビデオ通話も行っ

ている他利用者もいるので、可能なことを説明する。

・事業所より、利用者・利用者家族・地域の関係者の皆様の思いを

汲み運営していきたいと説明を行った。

今後も利用者のためになることを常に考えながら支援していく

こと、また利用者・ご家族の親亡き後の安心を考えて支援してい

くことの説明を行った。

(6) その他

・次回の開催については、来年2月頃を目安とする。

4.まとめ

本会議を通じて、地域との連携を深めるための意見交換を行うことができ

た。

今後も継続的に開催し、地域との関係づくリに努めていく。

5.閉会

6. その他

·13:20~14:00、推進委員含め、出席者全員でグループホームを見学し

た。

•また、会議の中において、本苑外のグループホームについてもリモート見

学を行った。
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